
スマート林業のための、ドローン活用講習



こんなお悩み、ありませんか？

補助金でドローンは買ったけど、倉庫で眠っている・・・

ドローンは何とか飛ばせるんだけど・・・・・SfMソフト？GISソフト？

造林申請をドローンでやりたいんだけど、何から手を付ければいいか分からない・・・

リモートセンシングというものをやってみたい。



ドローン活用のために必要なこと

① ドローンの操縦技術や法律の習得

ドローンの操縦方法や安全に関する知識に加え、森林環境特有の注意も

ドローンの操縦方法、飛行に関わる関係法令や航空法に基づく許可承認申請手続き、安全管理などの
基本的な内容に加えて、森林環境ならではの注意や技能の習得が重要です。

② 解析技術の習得

解析にどんなデータが必要か分かれば、ドローンの飛行方法も分かってくる

オルソ画像からは、苗木の植付状況の確認や植栽本数、下刈り作業における誤伐の確認等、施業の実施状況を確認するこ
とができます。そして、オルソ画像作成に必要なソフトの使い方はもちろん、航空写真測量の知識の習得も重要です。

③ 運用ノウハウの習得

データを活用した補助金申請の方法など、実運用に活かせるノウハウを

データの活用により、森林整備事業の補助金申請時の現地の確認作業を省略することが可能です。



林業の現場に最適な「ドローン活用講習」があります。

例えば「写真測量」の場合、

事前準備や測量器具の設置、測量そのものや、その後の解析など、
多くの時間を割かれていた測量は、ドローンを活用すれば、大幅な効率化が可能です

従来の手法 ドローン写真測量

３日間 １時間



ドローン森林測量講習

ドローンの操縦技術から法律知識、解析技術や補助金申請方法まで、

林業の現場に必要な技術や知識を習得できます。



林業現場へのリモートセンシング技術の導入・普及に向け、ドローンの飛行方法や画像撮影、

解析等のノウハウを効率的に取得できる講習です。

ドローン森林測量講習とは？

開催実績

55現場

延べ受講人数

500名

受講満足度

90%

ブルーイノベーションは、2020年11月より、林野庁が進めるリモートセンシング技術研修事業の

補助事業者としてスマート林業導入に必要なノウハウが学べる研修を全国で提供してきました。



ドローン森林測量講習の特長

林業専門のカリキュラム
ドローンの操縦方法、飛行に関わる関係法令や航空法に

基づく許可承認申請手続き、安全管理などの基本的な内

容に加えて、森林測量ならではの林業に特化したカリキュ

ラムを座学・実技に分けてご用意しています。

座学ではドローンに関連する法規や安全知識の習得、業務で使える飛行方

法・撮影方法や撮影した写真の解析方法について習得します。

データの解析～活用方法まで
ドローンにより撮影した写真からオルソ画像を作成するため

に必要となるSfMソフトの操作方法や、GISソフトによる写

真測量（面積計算）について学ぶことができます。さらに、森

林整備事業の補助金申請への活用方法など実務に役立つ内

容を演習形式で学ぶことができます。

GISソフトの基本的な操作方法から解析の手順をサンプル

データを用いながら演習形式で学ぶことができます。



カリキュラムおよびスケジュール例

時間 1日目 2日目 3日目 4日目

9:00
～

12:00

■講習概要説明

・講習会の目的やゴールを説明

■座学講習

・第１講 無人航空機概論
・第２講 航空法と許可申請

■機体の事前準備

備品の確認／機体の組立／アプリの
説明／UIの説明／各種設定の説明

■基礎操縦訓練

安全確認／垂直飛行／水平飛行

■応用操縦訓練（林業現場）

・前日の復習
・狭い隙間を抜ける手動操縦訓練
・苗木撮影訓練

■航空写真測量

・オルソ画像の作成と出力
・面積計算
・ＱＧＩＳの操作

12:00 昼食 昼食 昼食

13:00
～

17:00

■座学講習

・第３講 運用
・第４講 操縦編
・第５講 安全管理について
・第６講 林業におけるドローンを活
用した航空写真測量について

■応用操縦訓練

・非GPSモードでの操縦訓練
・Return to Home
・高高度操縦
・遠距離飛行操縦

■航空写真測量

・自動飛行計画作成
・自動飛行デモ

■目視外飛行の体験

・屋内にて目視外飛行
・飛行時の安全確認



受講者の声

現場のスピードが早まった
研修を受けて、講師から一度しっかりとした講習を受けられたのは非常によかった。現在は飛行計画をしっかりたてられるようになっ

た。研修終了後も疑問に思った事も講師に確認ができ他の人にドローンの事を教える際にも自信をもって教えられるようになった。

また、研修に参加していただいた近隣の森林組合と交流し、情報交換できる繋がりが出来たのもよかった。

作業時間が短くなった
一貫作業が主流になっており、伐採後にすぐに植栽を行うようになりなりました。特にコンテナ苗の準備が重要で「伐採後の面積測量

がドローンで出来るようになってから、植栽本数の確定に要していた時間が短くなりました。

研修を通して一番よかったのは法律のことや
操縦技能など自信がもてるようになったこと。

島根県石央森林組合
事業課 事業課長

山田 秀幸 氏



お問い合わせ

ブルーイノベーション株式会社 ドローン森林測量講習 事務局

E-mail info_shinrin@blue-i.co.jp ／ TEL 03-6801-8781 ／ FAX 03-6801-8782

ドローン森林測量講習 Webページ

https://www.blue-i.co.jp/forest/

もしくは

mailto:info_shinrin@blue-i.co.jp
https://www.blue-i.co.jp/shinrin-sokuryo/
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